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日本気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

月例会「長期予報・大気
大循環」

国際地球鰯測百年記念講
演会

日本気象学会昭和58年春
季大会

第20回理工学における同
位元素研究発表会

第2回統計気候学国際会
議

開催年月日

昭和58年2月25日

昭和58年3月15日

昭和58年5月18日～20日

昭和58年7月4日～6日

1983年9月26日～30目

主催団体等

日本学術会議

日本気象学会

WMOほか

場 所

気象庁内

日本学術会議

筑波研究交流セソター

国立教育会館
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